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アレルギー中⼼拠点病院としての活動
〜国⽴成育医療研究センター〜

•アレルギー疾患に係る医師に対する研修⽀援事業
〜A・B・C 研修の実施について〜

•アレルギー疾患患者や家族等に対する相談事業
〜医師によるアレルギー電話相談室〜

•アレルギー疾患医療診断等⽀援事業
〜症例や診療に対するメール相談〜
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（A研修）成育アレルギー中⼼拠点セミナーの開催
Ø 毎⽉WEB開催へ（基礎・臨床の隔⽉）

（B研修）⼩児アレルギー診療短期重点型教育研修
Ø 実地研修参加による、より充実した研修内容を構築

（CD研修）専⾨修練研修
Ø 総合アレルギー診療エキスパート育成、臨床研究論⽂・学位
取得のサポート

アレルギー疾患に係る医師に対する
研修⽀援事業



Allergy Center, National Center for Child Health and Development

国⽴成育医療研究センター
アレルギーセンター

⼩児アレルギー診療短期重点型
教育研修プログラム

2023年度 参加者募集中︕

⼩児診療医のための10⽇間実践研修

先⽣⽅のご参加を⼼よりお待ちしています︕

実施期間 2023年6⽉〜2024年3⽉
応募は随時受け付けております（研修開始8週間前まで）⾷物アレルギー、アトピー性⽪膚炎、喘息の診療に加え、

薬物アレルギー、⾷物蛋⽩誘発胃腸症などの内容も
盛り込まれた最新の知⾒に基づくプログラムを
ご⽤意しています。

研修
内容

＊ 当国⽴成育医療研究センター
アレルギーセンター公式ホームページ
（医療従事者向け）にて詳細をご確認
の上、ご連絡下さい︕
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中⼼拠点病院におけるB研修「⼩児アレルギー診療短期重点型教育研修プログラム」
Day1 Day2 Day3 Day4 Day5 Day6 Day7 Day8 Day9 Day10

⽉ ⽇ ⽉ ⽇ ⽉ ⽇ ⽉ ⽇ ⽉ ⽇ ⽉ ⽇ ⽉ ⽇ ⽉ ⽇ ⽉ ⽇ ⽉ ⽇

⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦

8:00 8:00
カンファレンス （センター⻑回診） カンファレンス （センター⻑回診）

（8:30 チーム回診） （8:30 チーム回診） （8:30 チーム回診） （8:30チーム回診） （8:30チーム回診） （8:30チーム回診）

9:00 9:00
外来⾒学 外来⾒学 外来⾒学

10:00 10:00
アトピー教室* 喘息教室* ⾷物アレルギー教室* 乳児教室* 喘息教室*

（第4週） (第4週)
外来⾒学

11:00 11:00 初診問診
⾷物負荷試験⾒学 ⾷物負荷試験 ⾷物負荷試験 ⾷物負荷試験 ⾷物負荷試験 ⾷物負荷試験

または （１名担当） （2名担当） （2名担当） （2名担当） （2名担当）
外来⾒学 または または

12:00 ＊負荷試験は午後 外来⾒学 12:00 外来⾒学 外来⾒学
外来⾒学 にも実施しています。 外来⾒学

メンターにご確認下さい

13:00 13:00

14:00 14:00
⽪膚テスト 気道過敏性試験など 病棟/レクチャー ⽪膚テスト 気道過敏性試験など

⾷物負荷 ⾷物負荷 (第２，４週） ⾷物負荷 ⾷物負荷 （第２，４週） ⾷物負荷
帰宅時診察 帰宅時診察 SLIT教室 帰宅時診察 帰宅時診察 SLIT教室 帰宅時診察

15:00 （第１，３，５週） 15:00 （第１，３，５週） 病棟/レクチャー
病棟/レクチャー 病棟/レクチャー 病棟/レクチャー 病棟/レクチャー
/負荷試験予習 病棟/レクチャー ヒアリング（研修 /負荷試験予習 ヒアリング（研修

ガイダンス（メンター） 担当） 病棟/レクチャー 病棟/レクチャー 担当）
16:00 16:00

回診 輪読会 （チーム回診） 病棟カンファレンス ジャーナルクラブ 回診 輪読会 （チーム回診） 病棟カンファレンス ジャーナルクラブ

17:00 回診 17:00 回診

（チーム回診） （チーム回診）

*  教室はコロナ後は対⾯で実施中

9-17時 研修必須
⽉・⽕・⽊・⾦
疾患別初診

教室参加後に本診

総合アレルギー科⾏事

休憩 ⾷物負荷試験ユニット（OFCユニット）での研修開始 レクチャー内容を刷新
患者さん向けの教育プログラムはすべてオンラインから従来の対⾯形式になった
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研修参加者の背景
研修参加者 所属施設の所在地域

【中部地⽅】
愛知県=1

【関東地⽅】
埼⽟県＝1
東京都＝2

【九州地⽅】
熊本県＝1

【近畿地⽅】
⼤阪府=1

3名

1名

2名

研修参加者の年齢

31-35歳 36-40歳 41歳以上
＜専⾨医資格の有無＞
⼩児科専⾨医＝6名（100%）
アレルギー専⾨医＝0名

拠点病院医師に加え⼀般応募として計6名の医師が研修実施
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１．⾷物アレルギーの分類、鑑別疾患、診断法について説明できる
２．アレルゲンコンポーネントに基づいた⾷物アレルギーの診断ができる
３．（IgE依存性⾷物アレルギーについて）⾷物経⼝負荷試験が必要な患者と保護者へ、⽬的、リスクを説明し、負荷⾷品の量、負荷
時間間隔を設定して同意を取得することができる
４．⾷物経⼝負荷試験患者への給⾷オーダー、指⽰、処置オーダー、物品、投薬準備を⾏うことができる。その際のメディカルスタッフとの
連携について理解している
５．1⽇数例の負荷試験症例の観察、チャート記載、即時反応への対応を⾏うことができる
６．⼆重盲検法など特殊な⾷物経⼝負荷試験について理解し、実施できる
７．⾷物経⼝負荷試験の結果を参考に、具体的な摂取量や摂取⽅法、頻度を含めた⾷事指導を⾏うことができる
８．⾷物抗原の特徴に合わせた⾷事指導ができる
９．アナフィラキシーの症状・緊急時薬剤・受診⽬安を患者・家族に指導できる（アドレナリン⾃⼰注射薬の処⽅、使⽤法の説明）
１０．アトピー性⽪膚炎の診断基準を説明できる
１１．アトピー性⽪膚炎のバリア機能障害について説明できる １２．アトピー性⽪膚炎の重症度評価ができる
１３．アトピー性⽪膚炎のスキンケア法（⽯鹸洗浄、外⽤薬塗布）を、必要なツールを準備して指導できる
１４．アトピー性⽪膚炎の悪化因⼦とその対策について説明できる
１５．寛解導⼊療法・寛解維持療法の概念について説明できる
１６．アトピー性⽪膚炎の外⽤薬による治療と、起こりうる副作⽤、副作⽤を回避する使⽤⽅法を説明できる
１７．アトピー性⽪膚炎に対する⽣物学的製剤を含めた全⾝療法の適応とその⽅法について理解している
１８．アレルゲン⼆重曝露仮説の理論を説明することができる
１９．アレルギー疾患発症のリスク因⼦と予防法について説明できる
２０．気管⽀喘息の定義・診断基準・鑑別疾患について説明できる
２１．気管⽀喘息の重症度とコントロール状態を評価できる
２２．気管⽀喘息の悪化因⼦を挙げ、環境整備について指導できる
２３．フローボリューム曲線の測定を正しく⾏い、呼吸機能検査の結果について患者（保護者）に説明できる
２４．呼気NO測定を正しく⾏い、結果を患者（保護者）に説明できる
２５．気道過敏性検査を⾏うことができる ２６．重症度に応じた喘息⻑期管理薬を選択できる
２７．気管⽀喘息治療における⽣物学的製剤の適応と使⽤法について理解している
２８．患児の年齢に応じた吸⼊デバイスの選択と、気管⽀喘息の吸⼊療法について、患児（保護者）に指導ができる
２９．喘息急性増悪時の対応を患者（保護者）に指導できる
３０．⾆下免疫療法について、服⽤法、効果、副作⽤の説明ができる
３１．⾷物蛋⽩誘発胃腸症の分類を説明できる ３２．⾷物蛋⽩誘発胃腸症の診断法や鑑別疾患を説明できる
３３．⾷物蛋⽩誘発胃腸症の検査（経⼝負荷試験を含む）について説明できる
３４．⾷物蛋⽩誘発胃腸症の管理法について説明できる
３５．薬物アレルギーの定義・分類・臨床症状について説明できる
３６．薬物アレルギー評価の流れについて説明できる
３７．薬物アレルギー（の疑い）をもつ患者に対して、今後の⽅針について適切に説明できる
３８．⽪膚テストの分類、適応を理解している
３９．⽪膚プリックテスト、⽪内テスト実施時の注意点を挙げることができる
４０．⽪膚プリックテスト、⽪内テストの⼿技を理解し、実施できる

研修結果の評価（１）「知識・技能」

研修評価⽅法
Kirkpatrickの4段階評価概念に基づき
・反応 (満⾜度)
・学習 (知識・技能)
・⾏動 (実際の⾏動変容) について

参加者⾃⾝が評価（研修前・終了時）
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研修結果の評価（2）「プログラム満⾜度」
1 到達⽬標の項⽬数は、研修⽇数に対して適切であった
2 到達⽬標の項⽬は、⾃分のニーズに対して適切であった

3 研修各⽇のスケジュールの量（忙しさ・暇さ）はおしなべて平均化すると適切であった

4 患者向けの教室⾒学は有⽤であった

5 看護指導（患者向け教室での看護指導を含む）の⾒学は有⽤であった

6 病棟における実習（スキンケアや⾷物蛋⽩誘発胃腸症の負荷試験など）の内容は⼗分で
あった

7 外来における実習（⾷物経⼝負荷試験や呼吸機能検査など）の内容は⼗分であった

8 本教育プログラム⽤に作成された教材の内容・量は適切であった

9 ワークシートの使⽤は有⽤であった

10 レクチャー中の模擬症例検討は有⽤であった

11 到達⽬標の項⽬毎に担当指導医がつく制度は有⽤であった

12 メンターの機能は有⽤であった

13 ヒアリングの機能は有⽤であった

14 研修参加中の医療スタッフの態度は友好的で質問しやすい雰囲気であった

15 参加に関する事務サポートは適切であった
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1 到達⽬標の項⽬数は、研修⽇数に対して適切であった
2 到達⽬標の項⽬は、⾃分のニーズに対して適切であった

3 研修各⽇のスケジュールの量（忙しさ・暇さ）はおしなべて平均化すると適切であった

4 患者向けの教室⾒学は有⽤であった

5 看護指導（患者向け教室での看護指導を含む）の⾒学は有⽤であった

6 病棟における実習（スキンケアや⾷物蛋⽩誘発胃腸症の負荷試験など）の内容は⼗分で
あった

7 外来における実習（⾷物経⼝負荷試験や呼吸機能検査など）の内容は⼗分であった

8 本教育プログラム⽤に作成された教材の内容・量は適切であった

9 ワークシートの使⽤は有⽤であった

10 レクチャー中の模擬症例検討は有⽤であった

11 到達⽬標の項⽬毎に担当指導医がつく制度は有⽤であった

12 メンターの機能は有⽤であった

13 ヒアリングの機能は有⽤であった

14 研修参加中の医療スタッフの態度は友好的で質問しやすい雰囲気であった

15 参加に関する事務サポートは適切であった

【その他いただいたご感想】
・外来、病棟のみならず患者教室やレクチャーを通して、実際の診療⾯と知識⾯の双⽅を学ぶことができ⼤変
有意義でした。
・通常の診療や研究などで⼤変お忙しい中、このような教育や啓発にもお⼒を⼊れてらっしゃることに感銘を
受けました。
・実際の診療を⾒学させて頂き、疾患だけでなく患者さん⾃⾝をしっかり診ることの重要性を改めて感じさせ
られる機会となりました。
・そのときの診療、検査のスケジュールや希望に合わせて適宜予定を変更頂き、処置や検査など⾒学すること
もでき勉強になりました。
・系統だてられたレクチャーでアレルギー診療全般にわたる⾏き届いた丁寧な指導をしてくださり、最新のト
ピックスも、時間を割いて惜しみなく情報共有してくださって⼤変勉強になりました。
・輪読会やジャーナルクラブも毎週されており、最新論⽂に触れ知識を共有されており刺激を受けました。

研修結果の評価（2）「プログラム満⾜度」
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その他の研修事業（A研修①）
第28回成育アレルギー臨床懇話会

令和5年6⽉29⽇（⽊）Zoomウェビナーによるライブ配信

⼀般演題︓「⼩⻨アレルギー、薬剤アレルギーと考えられていた遺伝性
⾎管性浮腫3型の思春期例」 

国⽴成育医療研究センター アレルギーセンター 梅沢洸太郎

特別講演︓「⼦どもの遺伝性⾎管性浮腫-最近の進歩-」
順天堂⼤学医学部附属順天堂医院⼩児科 稲⽑英介先⽣

262名の⽅にご参加いただきました
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その他の研修事業（A研修②）
第2回成育アレルギー

メディカルスタッフセミナー
令和5年10⽉26⽇（⽊）Zoomウェビナーによるライブ配信

⼀般演題︓
①「蒸しパンやパンケーキ等の調理品を⽤いた⾷物経⼝負荷試験の有⽤性」
国⽴成育医療研究センターアレルギーセンター総合アレルギー科  松本 恭明
②「当センターでの医療的ケア児に合併する⾷物アレルギー評価について」
国⽴成育医療研究センターアレルギーセンター総合アレルギー科  鈴⽊ ⼤地

特別講演︓
「⾷物アレルギー診療における管理栄養⼠の関わりと
⾷事指導のコツ」
別府⼤学⾷物栄養科学部 ⾷物栄養学科 ⾼松 伸枝先⽣

※東京都アレルギー疾患医療拠点病院として開催

420名の⽅にご参加いただきました
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その他の研修事業（A研修③）
成育アレルギー中⼼拠点病院

オンラインセミナー
⽉1回開催
臨床分野と基礎分野が隔⽉で担当
• 臨床（アレルギー臨床勉強会）

担当︓国⽴成育医療研究センター アレルギーセンター
• 基礎（免疫アレルギーTerakoya勉強会）

担当︓国⽴成育医療研究センター 免疫アレルギー研究部

4⽉27⽇（⽊）アレルギー臨床勉強会
「アトピー性⽪膚炎のホットトピックス」

国⽴成育医療研究センター アレルギーセンター 福家⾠樹/豊國賢治
5⽉25⽇（⽊）免疫アレルギーTerakoya勉強会
「抗原はどこから感作されるのか︖」

国⽴成育医療研究センター研究所 免疫アレルギー・感染研究部 森⽥英明
7⽉27⽇（⽊）免疫アレルギーTerakoya勉強会
「好酸球性消化管疾患 何がおきているのか︖ 病態解明の最前線」  

国⽴成育医療研究センター研究所 好酸球性消化管疾患研究室 野村伊知郎
8⽉17⽇（⽊）アレルギー臨床勉強会
「⽇常診療での応⽤⾏動分析/喘息と間違えられやすい誘発性喉頭閉塞症」 

 国⽴成育医療研究センター アレルギーセンター ⼤⽮幸弘/齋藤⿇耶⼦
9⽉14⽇（⽊）免疫アレルギーTerakoya勉強会
「マスト細胞とIgE研究の歴史」

 国⽴成育医療研究センター研究所 免疫アレルギー・感染研究部 斎藤博久
11⽉16⽇（⽊）免疫アレルギーTerakoya勉強会
「アレルギー患者が増加した理由と今後の展望」 

 国⽴成育医療研究センター研究所 免疫アレルギー・感染研究部 森⽥英明
12⽉14⽇（⽊）アレルギー臨床勉強会
「薬剤アレルギー・デラベリングのやり⽅」

 国⽴成育医療研究センター アレルギーセンター 平井聖⼦/⽯川史
1⽉25⽇（⽊）免疫アレルギーTerakoya勉強会
「新⽣児-乳児⾷物蛋⽩誘発胃腸症 何がおきているのか︖病態解明の最前線」

国⽴成育医療研究センター研究所 好酸球性消化管疾患研究室 野村伊知郎
2⽉15⽇（⽊）アレルギー臨床勉強会
「即時型⾷物アレルギーと消化管アレルギーの⽇常管理」 

国⽴成育医療研究センター アレルギーセンター ⼭本貴和⼦/佐藤未織
3⽉14⽇（⽊）免疫アレルギーTerakoya勉強会
「新型コロナウイルス感染症の最近の話題（仮題）」

国⽴成育医療研究センター研究所 免疫アレルギー・感染研究部 松本健治

参加者数
315⼈

366⼈

317⼈

355⼈

311⼈

480⼈

411⼈
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その他の研修事業（A研修②）
成育アレルギー中⼼拠点病院

オンラインセミナー

アンケート結果（7⽉〜12⽉）
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「好酸球性消化管疾患 何がおきている…

「⽇常診療での応⽤⾏動分析/喘息と間…

「マスト細胞とIgE研究の歴史」

「アレルギー患者が増加した理由と今後…

「薬剤アレルギー・デラベリングのやり…

アンケート回答者の職業

医師 看護師 薬剤師 研究者 その他
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「薬剤アレルギー・デラベリングのやり…

アンケート結果

とても良かった 良かった 普通 悪かった とても悪かった
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オンラインセミナーの評価
【その他いただいたご感想】
• 最先端の情報が得られますので、毎回楽しみにしております（医師）
• 毎回わかりやすく実践的な内容で、とても勉強になっております（医師）。
• XX療法の効果を説得⼒をもって患者さんに伝えられそうだと感じました。ありがとうございました（看護

師）。
• 最新の知⾒だけでなく、研究の深みや楽しみを学びました（その他職種）。
• わかりやすい講演でした。医療関係者がみな疑問に思っていることに対し少し光がみえた感じです（医師）。
• 初めて参加させていただきました。こんな素晴らしい講義を遠⽅でも拝聴できてとても感謝です（医師）。
• 知識の整理ができ、患者さんからの質問に⾃信を持って答えられそうです（医師）。 
• 基本的な事を踏まえたうえで診療の実際についても教えていただけました（医師）。
• 服薬指導時に…（中略）…、今回のセミナー内容を参考に情報提供できると思ったため（薬剤師）。
• ⼦供の世話に忙しい時間の開催なので/当直があるので、オンデイマンドがあるとありがたい/アーカイブを

残してほしいです（医師）。
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マタニティオンライン教室
妊娠中から正しいアレルギーに関する正しい知識を学び、
お⼦さんのアレルギー疾患発症予防や早期発⾒に役⽴てる
ためのオンライン教室を開催しています。
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電話相談事業 2023年の実績
期間︓2023年1⽉1⽇〜12⽉31⽇の12か⽉間
相談件数︓176件（前年160件）

21都道府県と海外から相談あり

相談者の背景

【概要】
• 患者・家族からの電話相談事業
• 医師による、週2回、1回1時間の電話相談
• 相談時間は1回につき15分以内とする
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電話相談事業 2023年の実績
期間︓2023年1⽉1⽇〜12⽉31⽇の12か⽉間
相談件数︓176件（前年160件）
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成育医療研究センター
短期研修参加者アンケート

対象︓2013年〜2023年までにご参加頂いた
計131名の先⽣⽅のうち、オンラインで
アンケートを送付できた108名

結果︓48名 (44.4%)から回答を得た。

39.6% (19名)が都道府県拠点病院に所属
男性29名、⼥性19名 (39.6%)
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回答者の現在の診療実態

18名の回答者が、本研修後に⽇本アレルギー学会認定アレルギー専⾨医を取得

(1週間)
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⾃由意⾒
研修に参加し、現在も役に⽴っていること
ü アトピー性⽪膚炎の治療、患者指導(13)
ü ⾷物経⼝負荷試験(10)
ü ⾷物経⼝負荷試験後の⾷事指導・経⼝免疫療

法(5)
ü ⽪膚プリックテスト(7)
ü 吸⼊指導(1)
ü （その他）
ü 患者指導の⽅法、アレルゲン⼆重曝露仮説の
概念、

ü 幅広い知識、医療連携

困っていること・ご要望
ü 成⼈期医療への移⾏
ü 新規承認薬の使⽤⽅法、知識のアップデート
ü 困ったときに拠点病院に相談窓⼝が欲しい

ü （研修当時にはなかった）薬物アレルギー、
⾷物蛋⽩誘発胃腸症に関するレクチャーがあ
ると良かった

ü パッチテストを学びたかった

まったく推薦しない(1点) 強く推薦する(5点)

4.92点
後輩や同僚への推薦度
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短期研修参加者の研修終了後フォローアップ
〜研修後メール相談〜

•短期研修参加者から研修参加後も様々な相談をメールで受付
→概ね1⽇以内にメールで回答

• 2021〜2023年度で、計27件の相談あり
•研修修了〜相談までの期間︓中央値7ヶ⽉（0〜25ヶ⽉）

7件（26%）は研修参加後1年以上経ってからの相談
•相談の⼀例

・⾷物アレルギーの管理 ・経⼝負荷試験の実施⽅法
・消化管アレルギーの管理 ・好酸球性消化管疾患の診断・管理
・薬剤負荷試験の⽅法 ・アトピー性⽪膚炎の外⽤薬の使⽤法 など

研修終了後も、実際の臨床での困りごとを
⻑期的にフォローアップしている
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（追）免疫アレルギー疾患患者に係る治療と
仕事の両⽴⽀援モデル事業

【2023年8⽉〜2024年1⽉の相談実績】
介⼊件数26件（重複あり）

• 経済的⽀援（医療費助成等の案内含む）15件
• 社会復帰⽀援（学校との連携・就労⽀援等）2件
※就労継続⽀援は内1件

• ⼼理社会的⽀援（本⼈の精神的不安や⺟の育児
⽀援等）4件

• 退院⽀援（退院後のスキンケア指導等）1件
• 受診受療⽀援（他院受療への連携等）3件
• 家族への⽀援（家族の宿泊先や精神的⽀援）4件

MSWは現在9名体制（全員常勤職員）
両⽴⽀援コーディネーター基礎研修 2名
新たに講習受講
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まとめ
＜医師に対する研修⽀援事業＞
ü 短期研修（B研修）では診療内容のニーズの変化に伴い、新たに
研修⽬標を設定し実施している。新しい達成⽬標を多くの参加者が
達成することができた。

üオンラインセミナーの参加者はコロナ禍後も継続して増加しており、
全国の医療従事者に視聴頂けるよう引き続き継続していく。

＜アレルギー疾患患者や家族等に対する相談事業＞
ü全国から相談が寄せられており、特に⾷物アレルギー、⾷物蛋⽩誘
発胃腸症に関する相談が多い。


